













































●B鸞生活や社負に ●露費の過覆を経曲 ●畠らの考えや麗璽目を冑け• 生綾が自Iする。 が奮たに更奮され、
から一を匹する. (!)I鳳ITJft 1震冥の過匿が鰻り逗
讀町）輯 される。
①畳理・分析
④重とめ•妻環
「今、求められる力を高める総合的な学習の時間の展開（中学校編）」より
図1 探求的な学習における生徒の学習の姿
こうした探究の過程は、およその流れのイメージであ
り、いつも胤『序よく繰り返されるわけではなく、学習活
動のねらいや峙性などにより順序が訓後する場合があ
る 2)
すなわち，必ずしも PDCAサイクルに則った活動で
はなく，異なった形での探究活動もあり得ることを示し
ている。このような多様性の背景には，グローバルな教
育プログラムとの整合性を図る目的がある。グローバル
な教育プログラムにおいて，探究的な学習をどのように
捉えているか，整理しておく。 IB(国際バカロレア）にお
ける中等教育前期のプログラムである MYP(Middle
Year Program)では，探究学習として「MYPプロジェク
ト」に取り組む。「MYPプロジェクト」は，地域を含む
コミュニティーと奉仕活動に焦点を合わせ，生徒がコミ
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